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平成２７年 第１回 臨時議会・第２回 臨時議会・第３回 定例議会　全議案
議 案 番 号 議案件名 備 考

第３回（９月）定例議会
報 告 第 ７ 号 平成２６年度健全化判断比率 可 決
報 告 第 ８ 号 平成２６年度資金不足比率 可 決
同 意 第 １ 号 伊仙町固定資産評価審査委員の選任 同 意
同 意 第 ２ 号 伊仙町固定資産評価審査委員の選任 同 意
同 意 第 ３ 号 伊仙町固定資産評価審査委員の選任 同 意
議案第４２号 伊仙町特定個人情報保護条例の制定 原案可決

議案第４３号 伊仙町行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定 原案可決

議案第４４号 伊仙町手数料徴収条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第４５号 伊仙町肉用牛特別導入事業基金条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第４６号 高齢者等肉用牛導入基金条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第４７号 平成２６年度伊仙町上水道事業会計の利益処分 原案可決
議案第４８号 国民健康保険伊仙診療所設置条例を廃止する条例 原案可決
議案第４９号 伊仙町立診療所運営審議会条例を廃止する条例 原案可決
議案第５０号 国民健康保険伊仙診療所の費用徴収条例を廃止する条例 原案可決
議 案 第５１号 伊仙町過疎地域自立促進計画の一部変更 原案可決
議案第５２号 伊仙町辺地総合整備計画の一部変更 原案可決
議案第５３号 平成２７年度伊仙町一般会計補正予算（第５号） 原案可決
議案第５４号 平成２７年度伊仙町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第５５号 平成２７年度伊仙町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第５６号 平成２７年度伊仙町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第５７号 平成２７年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第５８号 平成２７年度伊仙町簡易水道特別会計補正予算（第２号） 原案可決
認 定 第 １ 号 平成２６年度伊仙町一般会計歳入歳出決算 原案可決
認 定 第 ２ 号 平成２６年度伊仙町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 原案可決
認 定 第 ３ 号 平成２６年度伊仙町介護保険特別会計歳入歳出決算 原案可決
認 定 第 ４ 号 平成２６年度伊仙町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 原案可決
認 定 第 ５ 号 平成２６年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計歳入歳出決算 原案可決
認 定 第 ６ 号 平成２６年度伊仙町簡易水道特別会計歳入歳出決算 原案可決
認 定 第 ７ 号 平成２６年度伊仙町上水道事業会計歳入歳出決算 原案可決
陳 情 第 ４ 号 佐弁集落（町営住宅周辺）に関する街灯の設置について 採 択
請 願 第 ２ 号 し尿浄化槽清掃業の新規許可を求める請願書 継続審査
陳 情 第 ８ 号 要望書（西伊仙西集落公民館のトイレ緊急改修について） 継続審査

陳 情 第１０号「ＮＰＯ法人いせん１・１（伊仙町シルバー人材センター）の事務所移転に伴う町管理施設使用許可に関する陳情書」 継続審査

同 意 第 ４ 号 教育委員の選任について（追加議案） 可 決
第１回（７月）臨時議会

議案第３８号 平成２７年度伊仙町一般会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第３９号 平成２７年度企業誘致促進整備対策事業貸工場建設工事（１工区） 可 決
議案第４０号 平成２７年度企業誘致促進整備対策事業貸工場建設工事（２工区） 可 決

第２回（８月）臨時議会
議 案 第４１号 平成２７年度伊仙町一般会計補正予算（第４号） 原案可決
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平成２７年第３回伊仙町議会定例会において
平成２６年度伊仙町一般会計歳入歳出決算他６特別会計歳入歳出決算審査特別委員会

　決算審査特別委員長報告

（一部抜粋※委員長報告につきましては，町ホームページより「会議録」に掲載しています。）
　平成２７年９月９日に当特別委員会に付託されました，「平成２６年度伊仙町一般会計歳入歳出決算他６
特別会計歳入歳出決算」は，９月１４日（月）～１６日（水）の３日間，議長並びに議会選出監査委員を除く１２
名の委員で審査致しました。
　審査の概要と致しましては，平成２６年度各会計決算書，主要施策の成果説明書，並びに施政方針を参
考にしつつ，議決された予算の執行状況や，行政効果，経済効果を検証し，また住民に代わって評価すると
いう決算審査の大きな目的に沿って，９月１４日（月）に大久保町長はじめ担当課長出席のもと現地調査を
実施致しました。
　①５款１項１４目「青年就農給付金事業費（決算額４，５００千円）」
の現状と実績報告を兼ねて，小島集落で畜産業を営んでいる受給者
の牛舎を現地調査致しました。
　まず，経済課職員より「青年就農給付金」に関する概要の説明が
あり，今回調査を行った農家においては，「経営開始型」という年間
１５０万円を最長５年間受給できる制度を活用し，今後優良素牛の導
入を中心に，２０頭まで増頭していきたいという目標を述べて頂きま
した。また，各委員より受給された就農給付金の使途についての質
問があり，主に生産牛の購入費や農業器具の購入費に充当している
とのことで，事業の目的である就農初期段階での経営に大きく寄与
されている所でありました。しかしながら，生産牛増頭にあたっての
課題もあり，特に設備投資や草地の拡大に必要な資金面の支援につ
いて，奄美群島振興開発基金等や各種事業を斡旋するなど，規模拡
大に向けて積極的に支援されるよう担当課へ要請致しました。

※以下②～⑤の詳細及び，委員長報告の内容につきましては，町ホームページ→暮らし情報→「議会だよ
り」よりご覧下さい。
　②１０款１項１目「農林水産施設災害査定経費」（決算額２３，１５６千円）について
　③６款１項５目「観光拠点連携整備事業」（決算額８１，７８６千円）」について
　④５款１項１２目「生活改善センター運営費」（決算額１，７９２千円）」について
　⑤７款２項５目「社会資本整備総合交付金事業費・第二西下線」（決算額６７，３２０千円）について

糸木名地区の一部畑が水没し、農作物の
生産に支障を来している現状に付いて調査

犬田布岬公園内の施設改修に係る
平成26年度事業の費用対効果についての検証
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伊仙町議会
「第１回地域交流会」

木之香集落

●日時：平成２７年９月１９日（土）
●時間：第１回地域交流会１７：００～１８：０0（イッサンサン参加１８：３０～）
●場所：木之香生活館　●出席者：議員１３名・事務局２名・集落住民（地域交流会）

　地域交流会の趣旨として，地域活性化施策のなかで重要な「人材育成・後継者育成」に焦点を当て
て，各集落の皆様の現状を踏まえたご意見を拝聴するものです。
　また，９月の定例会において，議員による地方創生に関する「地方創生総合戦略検討委員会」を設
置しましたので，今後の議会による政策立案並びに政策提言に盛り込んでいくことを目的とします。
　そして，各集落に昔から伝承される行事（イッサンサン，ムチタボレ，豊年祭り等）に参加させて頂く
など，伝統行事を生で見聞し，伝統を衰退させないよう町民への啓発や後継者育成に向けてのご意
見を拝聴する機会と捉えた交流会であります。

イッサンサンの様子

交流会の様子 初めてのイッサンサン参加に笑顔も 交流会の様子
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　平成27年第3回（9月）地方創生総合戦略策定にあたっての各施策を調査研究を行うことを目的に
設置された「地方創生総合戦略検討委員会」の委員長である福留委員長のあいさつから始まりまし
た。その後に集落に昔から伝承される行事「イッサンサン」について（※１）を，田中誠一氏より説明を
頂きました。
　次に，福留委員長より，集落が活性化するための取り組みについての質問があり，木之香集落の川
本駐在員より，「現在，木之香集落には，若い方がたくさんいて，いざというときには協力してくれます。
　しかし，木之香集落に限らず，若い皆さんが自主的に参加したいという気持ちを作ってあげなけれ
ばならない」とのことでした。また，若い方に参加してもらうためにはどのようにしたら良いのか考え
た結果，「月に１回，場所と語る場を設け，コミュニケーションを図りながら若者と語るなかで，新たな意
見が出てきたり，また真剣な話し合いの場を設けることにより，お酒を酌み交わしながら出てくる雑談
の中にこそ町そして集落の発展につながるアイディアがあるものだと思うので【飲もう会（かたろわで
～）】」を計画しているとのことでした。
　２点目に，木之香集落の伝統芸能でもある「稲すり節」をぜひ復活して頂きたいという要望に対し
て，川本駐在員より，「現在復活に向けて検討しているが，稲すり節を行うにあたり約３０名の人員を集
めなければならず，先輩方が次 と々卒業して人員が確保出来ない状況であるので，今考えているのは，
人員を減らしたパターンを考えている」とのことでした。
　また，稲すり節を総括している谷村氏より，活動していた頃は町から予算があり，なんとか活動でき
た状況であったが，予算がなくなり，維持管理が出来ずに文化協会への会費負担も困難であることか
ら，現在は文化協会からも脱会している状況なので，町より再度予算を頂きたいという要望など，集落
の現状を踏また貴重な意見を拝聴することができました。

～議員の意見として（総括）～
　その後，イッサンサンに参加させて頂きましたが，生で
伝統芸能を学んだり，衰退しているものを復活すること
が，人材育成・地域活性化に繋がるものだと思いますの
で，貴重な意見を取りまとめ今後の施策に活かせるよう
にしていきたいと思います。

交流会の内容

（※１）「イッサンサン」とは・・・
　豊作祈願行事で，「イッサンボー」と呼ばれ
るかかしを掲げ，歌・踊りをしながら集落全戸
を訪問し，招福を祈願するもであり，徳之島
が琉球に服属して１３３年ぶりに大豊作に恵
まれて以来，「イッサンサン（１３３）」と名付け
られ十五夜に近い「つちのえ申（さる）」の日
に行われるとのことでした。

踊って歌ったご褒美にイッサンサンの様子
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も
重
要
だ
と
考
え
る
が
、

町
営
住
宅
及
び
集
落
へ
美
化
活
動

に
対
し
て
、
町
な
ら
び
に
教
育
現

場
が
ど
の
よ
う
な
方
針
で
啓
発
さ

れ
て
い
る
の
か
問
う
。

今
年
度
内
に
撤
去

「
建
設
課
長
」
定
期
的
に

建
設
課
住
宅
係
が
掃
除
は

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
団
地
ご

と
に
定
期
的
に
話
し
合
い
を
持

ち
、
団
地
の
敷
地
内
及
び
周
辺
の

清
掃
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
よ

う
、
啓
発
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
教
育
長
」
学
校
教
育
の
中
で
児

童
生
徒
に
環
境
に
つ
い
て
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
学
校

で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
環

境
問
題
を
取
り
上
げ
、
ゴ
ミ
の
分

別
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
に
つ
い
て

学
習
し
て
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
作

戦
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
呼
び

か
け
を
常
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
校
長
会
や
教
頭
会

に
お
い
て
も
積
極
的
な
参
加
を
要

請
し
、
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
ま

す
。

「
総
務
課
長
」
住
宅
に
住
ん
で
い

る
方
々
全
員
に
、
家
電
製
品
や
建

築
資
材
を
撤
去
し
て
い
た
だ
く

よ
う
文
書
を
送
付
し
た
り
、
話
し

合
い
な
ど
を
し
て
、
今
年
度
内
に

し
っ
か
り
と
撤
去
を
し
て
い
く
よ

う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

斬
新
な
政
策
が
期
待
さ
れ
る

移
住
支
援
政
策

本
町
は
、
第
５
次
総
合
計

画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

と
し
て
、
町
外
の
子
育
て
世
帯
を

始
め
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
向
け
に

Ｐ
Ｒ
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
旨
の

計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
他
の
自
治
体

に
は
な
い
、
本
町
が
モ
デ
ル
地
区

と
な
り
得
る
よ
う
な
斬
新
な
政
策

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ

の
計
画
に
関
し
て
、
現
在
検
討
さ

れ
て
い
る
移
住
支
援
政
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ

て
い
る
の
か
町
と
し
て
の
見
解
を

問
う
。

全
国
唯
一
離
島
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

の
モ
デ
ル
事
業
を
目
指
す

「
企
画
課
長
」
現
在
検
討

し
て
い
る
移
住
支
援
対
策

と
し
て
は
、
国
が
進
め
て
い
る
日

問

問

問

答

答

答

住宅の敷地内における不法投棄
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徳
之
島
農
業
高
等
学
校
跡
地

利
用
に
つ
い
て

徳
之
島
農
業
高
等
学
校
の

一
部
跡
地
が
県
よ
り
譲
渡

さ
れ
て
か
ら
、
効
果
的
な
活
用
が

な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
本
町
議
会
に
お
い
て
も
、
県

へ
徳
之
島
農
業
高
等
学
校
跡
地
に

大
島
養
護
学
校
の
設
置
に
つ
い
て

の
要
望
を
行
い
、
い
ず
れ
も
県
議

会
の
改
選
に
伴
い
審
議
未
了
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
、
要
望
書
の
趣

旨
を
踏
ま
え
て
、
農
高
跡
地
の
利

用
に
つ
い
て
、
町
執
行
部
と
改
め

て
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
要
望
書
の
趣

旨
に
つ
い
て
町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
考
え
を
し
て
い
る
か
、
見
解
を

問
う
。

新
た
な
協
議
会
に
て
議
論

　

　

　

「
町
長
」
農
業

高
等
学
校
の

跡
地
に
つ
い
て
は
、

協
議
会
を
設
立
し

て
、
教
育
委
員
会
部

局
、
歴
史
民
俗
資
料

館
が
移
設
と
言
う
事

で
決
定
し
て
お
り
ま

す
、
そ
の
後
に
関
し

て
は
、
再
開
し
て
い

な
い
状
況
で
あ
り
ま

す
の
で
、
教
育
委
員

会
と
協
議
を
し
て
、
今
後
県
の
動

向
な
ど
を
見
な
が
ら
、
再
開
し
て

行
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

養
護
学
校
に
関
し
ま
し
て
は
、
県

の
方
と
過
去
何
回
か
要
望
書
を
含

め
て
要
望
し
て
き
て
い
る
中
で
、

県
の
方
は
い
ろ
い
ろ
な
理
由
を
挙

げ
て
お
り
、
例
え
ば
生
徒
さ
ん
が

少
な
い
、
教
職
員
を
配
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、
い
ろ
い

ろ
施
設
を
開
所
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
な
ど
話
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
は
新
し
い
協
議
会
の
な

か
で
い
ろ
い
ろ
議
論
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
の
創
設

に
つ
い
て徳

之
島
農
業
高
等
学
校
が

所
有
し
て
い
た
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
の
施
設
や
農
場
、
加
工
作

業
施
設
を
利
用
し
た
農
業
研
修
セ

ン
タ
ー
の
創
設
に
つ
い
て
検
討
で

き
な
い
か
。
ま
た
同
セ
ン
タ
ー
の

創
設
に
向
け
て
計
画
を
進
め
る
こ

と
で
、
徳
之
島
用
水
事
業
に
お
け

る
水
を
利
用
し
た
農
作
物
の
研
修

や
特
別
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

児
童
の
就
労
支
援
に
も
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
、
い
ず
れ
も
町

民
所
得
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
る
が
、
町
長
の
見
解
を
問

う
。

管
理
下
に
あ
る
徳
之
島
高
校

の
今
後
の
状
況
確
認
を
し
な

が
ら

「
町
長
」
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
等
の
活
用
な
ど
も
出
て

お
り
ま
す
の
で
、
鹿
児
島
県
教
育

委
員
会
と
い
ろ
い
ろ
協
議
を
し
て

い
く
中
で
、
大
き
な
前
進
が
な
い

場
合
は
、
町
と
し
て
は
先
程
申
し

上
げ
た
民
間
資
金
の
活
用
な
ど

し
て
、
町
が
今
後
フ
リ
ー
ハ
ン
ド

で
い
ろ
い
ろ
で
き
る
と
思
い
ま
す

が
、
た
だ
、
校
舎
の
半
分
は
徳
之

島
高
校
の
管
理
に
な
り
ま
す
の

で
、
そ
の
辺
り
を
徳
之
島
高
校
の

今
後
の
計
画
な
ど
明
確
に
確
認
し

な
が
ら
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。

古
里
海
岸
の
砂
が
流
出
し
て

集
落
が
危
険

古
里
集
落
の
海
岸
に
お
い

て
は
、
台
風
の
た
び
ご
と

に
砂
が
東
面
縄
の
海
岸
方
面
へ
流

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
突
堤
の
基
礎

が
先
堀
さ
れ
、
岩
礁
が
波
に
洗
わ

れ
て
む
き
出
し
に
な
り
、
さ
ら
に

は
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
が
沈

下
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
被
害
を
受
け
て
い

る
。
特
に
古
里
集
落
の

海
岸
に
お
い
て
は
、
毎

年
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
環

境
的
に
も
安
全
な
場
所

で
あ
り
、
ま
た
、
古
里

集
落
の
み
な
さ
ん
か
ら

も
砂
の
流
出
を
防
止
し

て
頂
き
た
い
と
の
要
望

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
後
砂
防

止
策
と
し
て
、
海
岸
事

業
で
国
や
県
に
補
助
事

美山　保 議員

業
と
し
て
突
堤
や
離
岸
堤
を
建
設

す
る
こ
と
を
協
議
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
問
う
。

国
、
県
と
協
議

「
建
設
課
長
」
砂
浜
が
な

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
の

は
、
全
国
的
な
現
象
で
あ
る
よ
う

で
す
。
毎
年
１
６
０
ｈ
ａ
く
ら
い

の
砂
浜
が
消
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
現
状
を
調
査
し
て
、
こ
う

い
う
対
策
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
検
討
し
な
が
ら
、
国
、
県
と
協

議
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
の
た
め
の

対
策
（
事
業
）
と
い
う
の
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。

本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
（
生
涯
活
躍

の
ま
ち
）
を
目
指
し
て
い
く
予
定

で
あ
り
ま
す
。
生
涯
活
躍
の
ま
ち

構
想
は
、
東
京
圏
を
中
心
と
す
る

地
域
の
高
齢
者
が
希
望
に
応
じ
て

地
方
に
移
り
住
み
、
健
康
で
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
生
活
を
送
り
、
必
要
に

応
じ
て
医
療
、
介
護
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り

を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
伊
仙
町

と
し
て
は
、
全
国
で
唯
一
「
離
島

版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」
の
モ
デ
ル
事
業
が

で
き
る
よ
う
に
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

問

問

問

答

答

答

洗掘された突堤
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地
方
創
生
の

計
画
策
定
に
つ
い
て

伊
仙
町
に
お
け
る
「
ま

ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
を
策
定
し
て
事
業
の

申
請
を
し
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

事
業
を
計
画
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
今
回
の
集
落
座
談
会
へ
の
参
加

が
19
集
落
３
７
７
名
で
あ
っ
た
が

町
民
へ
の
説
明
は
十
分
で
き
て
い

る
の
か
問
う
。

「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
（
Ｃ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
）
を
目
指
し
て

事
業
を
計
画

「
町
長
」
地
方
創
生
に
対

し
て
各
集
落
で
説
明
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ

十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
事
業
委
託

し
て
い
る
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
協
議
を
行

い
、
各
種
団
体
の
代

表
者
や
議
会
代
表
な

ど
か
ら
情
報
を
集
め

て
最
終
的
な
取
り
ま

と
め
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

「
企
画
課
長
」
事
業

委
託
を
し
て
い
る
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
策

定
推
進
会
議
及
び
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
等
、
会
議

の
た
た
き
台
の
原
案
を
作
成
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
（
Ｃ
Ｃ
Ｒ

Ｃ
構
想
）
を
目
指
し
て
事
業
を
計

画
、
申
請
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

伊
仙
町
に
お
け
る
予
算
枠
は

地
方
創
生
に
お
け
る
事

業
の
補
助
率
が
２
分
の
１

補
助
で
、
全
国
の
予
算
枠
が
１
，

１
１
５
億
２
千
万
円
で
す
が
、
伊

仙
町
に
お
け
る
予
算
枠
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
事
業
計
画

が
一
方
通
行
に
な
ら
な
い
よ
う
に

多
方
面
に
活
か
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
ど
の
様
な
計
画
が
あ
る

の
か
問
う
。

上
限
５
千
万
円

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
事
業
（
生
涯

活
躍
の
ま
ち
）
に
関
し
て

は
、
上
限
５
千
万
円
枠
で
す
が
、

地
方
総
合
戦
略
に
関
連
す
る
事
業

の
計
画
に
関
し
て
は
、
各
課
の
分

野
ご
と
に
計
画
し
、
ま
た
、
町
民

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
協
議
を
し
な
が
ら

策
定
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
は
、
①
集
落
住
民
と
移

住
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
・
分

析
し
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

核
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
ビ
レ
ッ
ジ

に
必
要
な
要
件
の
明
確
化
。
②
地

域
住
民
と
の
交
流
や
組
織
横
断
の

健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
活
用

で
生
活
の
質
の
向
上
が
体
験
で
き

る
移
住
の
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
。

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
人
材
育
成

を
行
い
健
康
長
寿
や
、
生
活
の
質

向
上
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
職

種
の
人
材
拡
充
。
④
コ
ン
パ
ク
ト

ビ
レ
ッ
ジ
に
連
携
し
た
地
域
包
括

シ
ス
テ
ム
の
運
用
及
び
小
規
模
校

連
携
に
活
用
す
る
バ
ス
等
の
購
入

事
業
等
の
４
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。

伊
仙
町

農
業
振
興
計
画
に
つ
い
て

本
年
の
３
月
に
「
伊
仙
町

農
業
振
興
計
画
（
平
成
27

年
～
31
年
）
が
農
業
を
中
心
と
し

た
「
産
業
が
立
ち
上
が
る
ま
ち
」

を
理
念
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
農

業
振
興
計
画
を
推
進
す
る
に
あ
た

り
農
業
振
興
戦
略
会
議
は
設
置
さ

れ
た
の
か
問
う
。

計
画
の

改
善
見
直
し
等
を
行
う

「
町
長
」
伊
仙
町
は
農
業

立
町
で
あ
り
ま
す
。
最
大

の
テ
ー
マ
は
農
業
生
産
額
50
億
円

達
成
で
あ
る
た
め
、
農
業
振
興
戦

略
会
議
を
開
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

「
経
済
課
長
」
新
規
品
目
の
選
定

と
農
業
全
般
に
関
し
て
多
面
的

に
検
討
し
、
戦
略
的
な
議
論
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
計
画
の
立

案
、
推
進
、
評
価
、
改
善
見
直
し

等
を
３
ヶ
月
に
１
回
程
度
予
定
し

て
い
ま
す
。

地
方
創
生
農
業
支
援
整
備

計
画
策
定
事
業
の
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
問
う
。

議
論
中
で
あ
り
、
事
業
の

導
入
を
検
討
し
て
い
る

「
経
済
課
長
」
地
方
創
生

の
繰
越
予
算
７
百
万
円
で

あ
り
ま
す
が
、
診
療
所
跡
地
や
、

農
業
高
等
学
校
跡
地
を
利
用
し
て

の
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
等
は
行
え

な
い
の
か
と
、
い
ろ
い
ろ
多
目
的

に
戦
略
会
議
の
中
で
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
地
方
創
生
の
各
種
事
業
に
向
け

て
は
、
経
済
課
の
中
で
現
在
議
論

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
事
業

の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
期
夏
植
え
の
目
標
達
成
は

で
き
る
の
か

本
町
は
群
島
内
最
大
の
耕

地
面
積
が
あ
り
な
が
ら
、

農
業
従
事
者
の
減
少
、
生
産
額
も

減
少
し
て
い
る
が
、
原
因
に
つ
い

て
検
証
し
対
策
を
講
じ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
さ
と
う
き
び
部
会
の

役
員
の
件
や
担
当
員
の
廃
止
等
に

伴
い
今
期
夏
植
え
の
目
標
達
成
は

で
き
る
の
か
問
う
。

若
手
の
農
業
従
事
者
を
増
や

す
取
り
組
み
が
重
要
課
題

「
町
長
」
農
家
戸
数
の
減

少
や
生
産
額
の
減
少
の
原

因
は
い
ろ
い
ろ
要
因
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
や
は
り
農
業
振
興
計

画
を
し
っ
か
り
立
て
て
、
そ
れ
を

着
実
に
実
現
、
行
動
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
足
り
な
か
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

「
経
済
課
長
」
町
の
人
口
も
相
当

美島 議員

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答
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し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
広

域
的
な
取
り
組
み
と
し
て
エ
コ
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
の
養
成
と
か
外
国
人

観
光
客
の
増
加
に
備
え
て
の
奄
美

群
島
特
例
通
訳
案
内
士
の
養
成
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
で

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘

や
、
町
内
各
地
に
点
在
す

る
鍾
乳
洞
な
ど
伊
仙
町
に
は
、
ま

だ
ま
だ
未
開
発
の
宝
が
数
多
く
存

在
す
る
が
、
こ
れ
を
再
開
発
し
、

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に
貢
献

で
き
な
い
の
か
問
う
。

豊
か
な
観
光
資
源
を

生
か
す
の
も
政
策
の
課
題

「
企
画
課
長
」
伊
仙
町
に

は
豊
か
な
観
光
資
源
が
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
瀬
田
海
、
喜

念
浜
の
海
水
浴
場
、
犬
田
布
岬
、

小
原
海
岸
の
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
、
カ

ム
ィ
ヤ
キ
窯
跡
、
新
田
神
社
等
の

歴
史
・
民
謡
・
伝
説
の
地
等
、
そ

し
て
、
阿
権
の
樹
齢
３
０
０
年
ガ

ジ
ュ
マ
ル
、
石
垣
の
小
道
、
小
島

の
暗
川
、
検
福
の
銀
竜
洞
な
ど
、

癒
し
の
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ

り
、
有
効
に
観
光
地
と
し
て
生

か
す
の
も
政
策
の
課
題
で
あ
り
、

重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

の
割
合
で
減
少
し
て
お
り
、
自
然

災
害
等
も
あ
り
ま
す
が
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
若
手
の

農
業
従
事
者
を
増
や
す
取
り
組
み

が
今
後
重
要
課
題
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
に

関
し
て
は
、
単
収
向
上
推
進
室
の

設
置
で
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
今
期
夏
植
え
目
標

２
０
０
ｈ
ａ
に
対
し
て
84
ｈ
ａ
と

目
標
面
積
は
現
時
点
で
達
成
で
き

そ
う
に
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

各
種
補
助
事
業
が
な
く
な
り
、

営
農
意
欲
低
下
に
拍
車

相
次
ぐ
台
風
の
襲
来
や
、

メ
イ
虫
被
害
、
害
獣
被
害

な
ど
で
徳
之
島
の
基
幹
作
物
で
あ

る
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
２
年
連
続
減

収
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
が

続
け
ば
、
２
製
糖
工
場
が
一
つ
に

集
約
さ
れ
、
１
工
場
体
制
に
も
な

り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
南
西
糖
業

も
担
当
員
制
度
を
廃
止
し
、
農
家

は
不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ

に
加
え
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
種
苗
補
助

事
業
も
な
く
な
り
、
農
業
意
欲
の

低
下
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
こ

の
状
況
を
踏
ま
え
、
打
開
策
は
考

え
ら
れ
な
い
の
か
問
う
。

国
に
も
状
況
を
強
く
訴
え
、

要
望
す
る
こ
と
が
打
開
策

「
町
長
・
経
済
課
長
」
担

当
員
制
度
を
廃
止
し
た
こ

と
は
、
南
西
糖
業
の
経
営
が
非
常

に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
ど
ん
な
事
が
あ

っ
て
も
２
工
場
を
維
持
す
る
と
い

う
事
を
会
社
側
が
明
言
し
ま
し

た
。
今
期
ま
で
は
増
産
基
金
事
業

で
農
家
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

種
苗
や
肥
料
等
に
助
成
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
こ
の
増
産
基
金
事
業

が
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
基
金
と

牧　徳久 議員

な
り
、
助
成
が
出
来

な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
基
金
が
発
動
す

る
要
件
と
し
て
、
病

害
虫
発
生
注
意
報
・

警
報
等
の
発
動
、
１

ヶ
月
の
降
水
量
が

平
年
に
比
べ
１
割
未

満
、
ま
た
は
台
風
被

害
な
ど
で
被
害
率
が

10
％
を
超
え
る
場
合

に
発
動
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
国
に
強
く
訴
え
て
要

望
し
同
様
の
制
度
が
復
活
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

浮
魚
礁
設
置
で
漁
業
振
興

台
風
な
ど
荒
天
続
き
で
漁

業
者
に
は
欠
か
せ
な
い
浮

魚
礁
が
流
出
し
、
少
な
く
な
っ
て

い
る
。
漁
業
振
興
の
た
め
、
各
関

係
機
関
と
も
連
携
し
、
浮
魚
礁
の

設
置
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
問

う
。

伊
仙
町
漁
業
集
落
で
対
応

「
経
済
課
長
」
海
上
保
安

部
及
び
大
島
支
庁
に
確
認

を
し
な
が
ら
、
流
出
届
を
提
出
し

て
い
る
段
階
で
あ
り
、
伊
仙
町
漁

業
集
落
で
も
役
員
会
を
持
ち
申

請
し
て
い
く
事
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
ま
た
浮
魚
礁
の
ロ
ー
プ
、
シ

ャ
ッ
ク
ル
等
を
補
強
し
、
流
出
以

前
と
同
じ
位
置
に
設
置
す
る
よ
う

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

大
勢
の
観
光
客
来
島
に

備
え
た
受
け
入
れ
体
制
整
備

平
成
29
年
度
に
奄
美
・
琉

球
諸
島
が
世
界
自
然
遺
産

登
録
を
目
指
し
、
官
民
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
い
ま
す
が
、

残
念
な
事
に
当
初
予
定
の
平
成
28

年
度
か
ら
29
年
度
に
な
り
、
つ
い

最
近
に
な
っ
て
平
成
30
年
以
降
と

大
幅
に
延
び
る
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
大
勢
の
観

光
客
の
来
島
が
予
想
さ
れ
ま
す
が

受
け
入
れ
体
制
は
考
え
て
い
る
の

か
問
う
。

外
国
語
を
含
め
た

案
内
看
板
が
必
要

「
企
画
課
長
」
受
け
入
れ

体
制
に
つ
い
て
、
宿
泊
施

設
に
つ
い
て
は
交
渉
中
で
す
。
ま

た
島
内
に
お
い
て
、
観
光
案
内
看

板
な
ど
が
少
な
い
現
状
で
あ
り
ま

す
。
あ
と
外
国
語
を
含
め
た
看
板

が
必
要
で
、
英
語
の
通
訳
な
ど
の

養
成
も
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
奄
美
群
島
広
域
事
務
組

合
、
そ
の
他
関
係
機
関
と
も
連
携

問

問

問

問

答

答

答

答

阿権集落　土地改良後の風景
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規
地
区
と
し
て
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
地
区
内
に
お
け
る
地
権

者
や
登
記
名
義
人
の
不
明
ま
た

は
、
死
亡
に
伴
う
相
続
者
が
多

数
に
な
り
、
反
対
す
る
方
も
い

る
の
で
国
営
の
犬
田
布
団
地
、

八
重
竿
団
地
の
畑
か
ん
部
門
を

先
行
し
、
詳
細
な
登
記
名
義
人

の
調
査
や
反
対
者
の
説
得
等
を

行
い
時
間
を
か
け
て
進
め
て
行

く
旨
、
県
と
交
渉
中
で
あ
り
ま

す
。
水
没
し
た
畑
に
つ
い
て
は
、

３
年
ほ
ど
前
か
ら
水
没
し
て
、

一
旦
は
水
が
な
く
な
り
ま
し
た

が
豪
雨
の
た
び
に
冠
水
し
、
昨

年
重
機
を
借
り
上
げ
、
地
下
浸

透
す
る
よ
う
深
く
掘
削
し
た
が

相
変
わ
ら
ず
水
が
引
か
ず
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
川
の

方
に
側
溝
を
掘
り
、
水
を
抜
く

な
ど
地
権
者
を
含
め
て
前
向
き

に
話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

（第１回定例会　牧議員の一般質問）
　水道事業におきましては，平成２０年度から西部
地区の老朽管更新事業を取り入れ，町民に対し安
心・安全な水の供給には鋭意努力されていると思い
ます。しかし，河川やミニダムなど表流水がありな
がら地下水に依存している現状を踏まえ，西部地区
を中心に多くの町民が水質改善を強く要望していま
す。早急にこれを改善できないのか問う。

（回答：水道課長）
　今後の西部地区の水質改善策としては，水源の杉
原川を水源とする河地浄水場への導入管の復活と，
老朽化した河地浄水場の設備の整備を行っていきた
いと思います。

（その後）
　平成２６年度から原水導水管更新事業により工事
を実施しているが，現在西部地区（８地区）のうち
５地区を完成させ，残る３地区については，現在延
長工事を実施しています。
　完成すると，今まで課題であった高度（石灰）の
改善ができる見込みです。

観
光
資
源
を
生
か
す
よ
う
に
伊

仙
町
観
光
事
業
計
画
書
を
作
成

し
、
県
補
助
の
魅
力
あ
る
観
光

地
づ
く
り
事
業
で
整
備
が
進
め

ら
れ
な
い
か
検
討
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
鍾
乳
洞
に
関
し
て
は
、

沖
永
良
部
が
ケ
イ
ビ
ン
グ
の
メ

ッ
カ
と
し
て
多
く
の
観
光
客
が

来
島
し
て
い
ま
す
。
伊
仙
町
に

お
い
て
も
数
多
く
の
鍾
乳
洞
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

２
カ
所
が
観
光
地
で
あ
り
ま
し

た
が
こ
れ
の
復
活
な
ど
前
向
き

に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

大
雨
被
害
で
水
没
し
、

た
め
池
化
し
た
畑
の
救
済
を

県
営
畑
総
糸
木
名
地
区

の
着
工
予
定
は
い
つ
頃
な

の
か
。
ま
た
、
相
次
ぐ
集
中
豪

雨
や
50
年
に
一
度
の
大
雨
被
害

で
糸
木
名
地
区
で
は
畑
が
水
没

し
、
未
だ
に
水
が
引
か
ず
、
た

め
池
と
化
し
て
い
る
。
早
急
に

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
出
来
る
の
か
問
う
。

予
算
計
上
し
、

一
日
で
も
早
く
対
応

「
耕
地
課
長
・
経
済
課

長
」
糸
木
名
地
区
に
つ

き
ま
し
て
は
、
当
初
28
年
度
新

問答

銀竜洞（上検福集落）

　次回は，農業に関する課（経済課・耕地課・農業委員会）について調査を行い掲載して参りたいと思います。

（第４回定例会　美島議員の一般質問）
　指名入札制度から電子入札制度の導入を検討す
るとのことでありましたが，現状はどのようになっ
ているのか。また今後，町内業者育成の観点から，
どのような取り組みや指導・研修等を考えているの
か問う。

（回答：建設課長）
　電子入札運用開始に向け役場内での事業課及び
これからの入札する可能性のある課にむけて研修を
行いました。
　今後，業者に向けての研修会や説明会を県並びに
伊仙町建設協会などの協力を得ながら，１月中には
行えるよう調整中であります。

（その後）
　平成２７年１１月に紙媒体も併用して電子入札を
行いました。
　平成２８年度からは，完全に移行できるように取
りかかっています。

? どうなった?
あの一般質問の行方は…

　平成２６年に行われた定例会で通告された一般質問を
追跡調査し，随時掲載して参ります。
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あなたの声が
　地域を変える

伊仙町に暮らして感じること声

今後の伊仙町に期待すること声

（インタビュー者：福留　達也 議員）

声町民の

　樺田和也さんは，目手久出身のいわゆるＵ
ターン者であります。
　関西において長年設計管理，住宅管理業務
の仕事に携わっていました。人生85歳まで元
気だと言われている時代，家庭を守り，子育て
等一家の主としての責任が一段落した55歳の
時に早期退職の道を選択し，自身の中で長年思
い描いていた，故郷徳之島において第二の人生
を･･･
●先祖代々の墓を守る
●自分で設計した家を自身の手で建築する
●自然環境の豊かな徳之島で農業をしながら
自給自足の生活を送る
　このような夢を描き昨年の9月に帰島した方
であります。
　現在伊仙町においては，地方創生の一環とし
て「生涯活躍のまち」構想を計画しており，そ
の先駆的なモデルのような樺田さんを取材して
きました。

　帰る田舎がある幸せを感じながら，日々チャレンジする農業を楽しんでいます。
　想定外のこともしばしばありますが，そんなことも含めて日々充実しています。

　地域を変えていく方法は様々ですが，「若者・よそ者・変わり者」の力を借りての変革ということがもう少
しあったら面白いと思います。幸いなことに伊仙町にはそういった方たちを受け入れる風土が多く残っている
と感じています。また島外から人を呼び込む為には，月額いくらで生活できるのか？そのためにはどのような
作物をどれ位の面積で耕作すればよいのか？そのためにはどのような準備をすればよいのか？等々，移住し
たいと考えている方に自分なりの将来像を逆計算することのできる資料の提供を行なうことは大事だとおも
います。
　農業に関しては，農家の様々な相談に乗っていただける，普及員や指導員の制度の充実を望みたいと思い
ます。農産物や特産品のＰＲの仕方にもう少し工夫があってもいいのかなと思います。

　最後に，現在樺田さんには関西に奥さん・
子どもがいらっしゃいますが，奥さんも定年
後には徳之島に移住したいという希望がある
とのことです。
　紙面の都合上インタビューした半分も掲載
できませんでしたが，約1時間のインタビュー
ではありましたが大いに勉強になりました。

自ら設計、建築まで手がけた自宅前での樺田和也さん

　このように広報委員会において「町民の声」としてインタ
ビューを行って参ります。
　インタビューの内容においては様々です。
　掲載を希望する方がいらっしゃいましたら，議会事務局ま
で御連絡下さい。

インタビュー
「町民の一言いわせて」募集
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※　掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承下さい。

議会の動き

編
集
後
記

委
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長
　
牧
　
　
徳
久

副
委
員
長
　
福
留
　
達
也

委
　
　
員
　
美
山
　
　
保

委
　
　
員
　
平
　
　
博
人

委
　
　
員
　
永
岡
　
良
一

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

町
民
の
皆
様
毎
日
の
お
仕
事
お
疲
れ
様
で
す
。

　

さ
て
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
が
奄
美
群
島
の
全
域
で
発

生
し
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
、
農
家
の
死
活

問
題
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
行
政
の
指
導
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
住

民
に
理
解
が
徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

農
家
は
何
の
作
物
を
作
れ
ば
よ
い
の
か
検
討
も
つ
か

な
い
状
況
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
伊
仙
町

議
会
に
お
い
て
も
、
現
状
を
捉
え
、
国
や
県
と
も
連
携

し
て
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
撲
滅
を
一
日
も
早
く
終
息
さ

せ
る
よ
う
に
訴
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

以
前
我
々
は
、
夏
場
に
付
加
価
値
の
高
い
作
物
と
し

て
千
葉
県
で
の
落
花
生
の
研
修
や
、
兵
庫
県
淡
路
島
に

お
い
て
、
た
ま
ね
ぎ
の
研
修
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た

が
、
病
害
虫
に
あ
ま
り
影
響
の
な
い
徳
之
島
の
気
候
に

適
し
た
作
物
を
研
修
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
農
家

に
と
っ
て
も
効
果
が
で
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

全
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
、
懸
命
に
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
方
々
に
よ
る
指
摘
や
助

言
、
叱
咤
激
励
が
あ
れ
ば
こ
そ
新
た
な
発
見
が
で
き
、

私
た
ち
議
員
も
日
々
成
長
し
て
い
け
る
も
の
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
議
会
に
対
す
る
ご
意
見
や
要
望
な
ど
を

お
寄
せ
頂
き
、
活
発
な
議
会
活
動
が
で
き
ま
す
よ
う
ご

協
力
お
願
い
申
し
上
げ
編
集
後
記
と
致
し
ま
す
。

（
文
責　

美
山　

保
）

６月
１９日　集落座談会（かたろわでぇー）（下検福生活館）
２６日　関西郷友会一行歓迎会（ほーらい館）
２７日　徳之島三カ町議会議員連絡協議会奉仕作業（天城町）
２８日　徳之島三町老人クラブ連合会文化交流研修会（ほーらい館）

７月
７日～８日　正・副議長研修会（霧島市）
１４日　第１回臨時会告示
１６日　第１回臨時会開会（議事堂）
２１日　公立高等学校生徒募集説明会に関わる情報交換会
　　　（徳之島町）
２２日　公立高等学校生徒募集説明会（徳之島町）
２３日　平成２７年度第１３回伊仙町こども議会（議事堂）
２４日　企業誘致促進整備対策事業貸工場建設に伴う地鎮祭
　　　（糸木名）
２８日　禧久伸一郎県議及び鹿児島県による台風１２号被害調査
　　　（町内）
３０日　町民体育祭準備委員会（教育委員会会議室）
３１日　トライアスロンＩＮ徳之島実行委員会（天城町）

８月
　３日　第４回全員協議会（議会委員会室）
　４日　県道未整備地区（字義ノ津）の早期拡幅工事着工に関する要望
　　　　活動に伴う、町執行部との協議（町長室）
　７日　県道未整備地区（字義ノ津）の早期拡幅工事着工に関する要
　　　　望活動（徳之島町）

　　　　平成２７年第２回伊仙町議会臨時会告示
　８日　伊仙町合同金婚式（ほーらい館）
１０日　平成２７年第２回伊仙町議会臨時会（議事堂）
　　　「オーストラリアの指導医による特別講演会」（徳之島町）
１１日　鹿児島県港湾課長「面縄港」視察に伴う立ち合い（面縄）
２１日　第５回全員協議会・常任委員会・広報編集委員会
　　　　伊仙町商工会との「地方創生に関する意向調査」
　　　（ほーらい館）
２４日　台風１５号接近に伴う状況調査（町内）
２５日　台風１５号に関わる災害調査（町内）
　　　　国民文化祭実行委員会（中央公民館）
２８日　徳州肉用牛共進会（徳之島中央家畜市場）
２９日　防災訓練（町内）
　　　　仙寿の里納涼祭（仙寿の里）
３０日　第４７回徳州女性連大会（ほーらい館）

９月
１日　平成２７年第３回伊仙町議会定例会告示
１日　ＪＡあまみ徳之島地区野菜部会総会（徳之島町）
３日　各常任委員会・議会運営委員会（議会委員会室）
５日　金子万寿夫代議士による町内視察（町内）
６日　樟南第二高校体育祭（樟南第二高校）
９日　平成２７年第３回伊仙町議会定例会開会（議事堂）

以上

平成２７年第３回伊仙町議会定例会における諸般の報告（議長の動静）
動静期間：平成２７年第２回定例会（閉会６月１９日）以降の分

　

平
成
27
年
10
月
31
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た

「
国
民
文
化
祭
」
を
前
に
、
10
月
16
日
（
金
）

亀
徳
新
港
周
辺
に
お
い
て
、
徳
之
島
３
カ
町
議

会
議
員
連
絡
協
議
会
活
動
の
一
環
と
し
て
始
ま

っ
た
「
３
カ
町
合
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
一
年
を
通
し
て
、
３
カ

町
に
て
作
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
ま

す
ま
す
３
カ

町
議
会
が
一

体
と
な
り
徳

之
島
発
展
に

寄
与
す
べ
く

引
き
続
き
こ

の
よ
う
な
活

動
を
お
こ
な

っ
て
ま
い
り

た
い
と
思
い

ま
す
。

徳
之
島
３
カ
町

議
会
議
員
連
絡
協
議
会
に

お
け
る
奉
仕
作
業


